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食
料
は
、
人
間
の
生
命
・
尊
厳
を
支
え

る
最
も
重
要
な
資
源
の
一
つ
で
あ
り
、
自

然
環
境
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
一
方
、

そ
の
生
産
、
分
配
、
消
費
、
安
全
性
の
確

保
は
、
人
々
の
活
動
の
在
り
方
と
深
く

関
わ
っ
て
い
る
。
世
界
の
飢
餓
人
口
は

八
億
二
〇
〇
〇
万
人
以
上
で
、
世
界
総
人

口
の
お
よ
そ
九
人
に
一
人
が
飢
餓
に
直
面

し
て
い
る
と
い
う
現
実
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
世
界
食

糧
計
画
二
〇
一
八
年
）
を
、
ど
う
受
け
止

め
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

全
て
の
人
が
食
料
を
安
定
的
に
確
保

し
、
か
つ
そ
の
食
料
が
適
切
な
栄
養
を
満

た
す
よ
う
に
求
め
る
政
策
課
題
「
食
料
安

全
保
障
」
は
、
国
際
社
会
で
広
く
共
有
さ

れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は「
食
料
安
全
保
障
」

を
め
ぐ
る
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
「
食
料
へ

の
権
利
」、「
食
料
主
権
」
に
つ
い
て
、
私

た
ち
と
の
関
わ
り
を
踏
ま
え
な
が
ら
概
説

し
た
い
。

１
．
食
料
へ
の
権
利

　
　
（The Right to Food

）

　
「
食
料
へ
の
権
利
」
と
は
、
全
て
の
人

が
物
理
的
・
経
済
的
に
い
つ
で
も
適
切
な

食
料
あ
る
い
は
そ
の
入
手
手
段
に
ア
ク
セ

ス
で
き
、
政
府
は
こ
の
権
利
実
現
の
た
め

の
政
策
を
実
行
し
そ
の
責
務
を
負
う
、
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。

「
食
料
へ
の
権
利
」
の
今
日
的
な
法
的

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
蔓
延
で
、
人
間
、
社
会
、
国
家
（
政
治
、
経

済
）
の
様
々
な
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
生
存
の
基
本
で
あ
る
「
食
」
の
問

題
は
重
要
で
す
。
そ
れ
は
食
糧
自
給
率
、
自
給
の
た
め
の
労
働
者
の
確
保
、
安
全
性
の
問
題
、

折
か
ら
今
国
会
で
審
議
さ
れ
る
種
苗
法
の
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
「
食
」
の
問
題
を
真
剣
に
考
え
て
こ
ら
れ
た
渡
辺
眞
知
子
さ
ん
か
ら
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
一
人
一
人
考
え
、
情
報
や
意
見
の
交
換
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
食
料
」　

	

～
私
た
ち
の
命
の
み
な
も
と
～

渡
辺
眞
知
子
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根
拠
は
、「
世
界
人
権
宣
言
」（
一
九
四
八

年
）
第
二
五
条
一
に
求
め
ら
れ
、
衣
食
住

の
権
利
保
障
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

世
界
人
権
宣
言
第
二
五
条
一

「
す
べ
て
人
は
、
衣
食
住
、
医

療
及
び
必
要
な
社
会
的
施
設
等

に
よ
り
、
自
己
及
び
家
族
の
健

康
及
び
福
祉
に
十
分
な
生
活
水

準
を
保
持
す
る
権
利
並
び
に
失

業
、
疾
病
、
心
身
障
害
、
配
偶

者
の
死
亡
、
老
齢
そ
の
他
不
可

抗
力
に
よ
る
生
活
不
能
の
場
合

は
、
保
障
を
受
け
る
権
利
を
有

す
る
。」

世
界
人
権
宣
言
は
総
会
決
議
、
勧
告

で
あ
り
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
が
、
法

的
拘
束
力
を
持
つ
「
国
際
人
権
規
約
」

（
一
九
六
六
年
の
第
二
一
回
国
連
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
一
九
七
六
年
に
発
効
。

日
本
は
一
九
七
九
年
に
批
准
）
の
社
会
権

規
約
一
一
条
＊
１
で
は
、
衣
食
住
の
権
利

保
障
に
つ
い
て
国
家
の
義
務
を
認
め
、
締

約
国
の
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
初
め
の
世
界
食
糧
危

機
以
来
、
低
開
発
途
上
国
に
お
け
る
貧
困

と
飢
餓
の
克
服
は
国
際
社
会
に
お
け
る
最

重
要
課
題
と
さ
れ
、
一
九
七
四
年
の
世
界

食
糧
会
議
で
は
飢
餓
・
栄
養
不
良
問
題
の

一
〇
年
以
内
の
解
決
が
宣
言
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
宣
言
の
実
現
と
は
程
遠
い
状
態
が

続
い
た
が
、
一
九
九
六
Ｗ
Ｆ
Ｓ
（
世
界
食

糧
サ
ミ
ッ
ト
）
は
こ
の
流
れ
を
大
き
く
変

え
る
転
換
点
と
な
り
、
一
部
の
国
家
か
ら

の
強
い
反
対
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
食

料
へ
の
権
利
」
に
つ
い
て
の
明
確
な
再
確

認
と
、
そ
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン
を
提
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ

の
一
九
九
六
Ｗ
Ｆ
Ｓ
の
動
き
は
、
国
連
を

中
心
と
す
る
諸
機
関
の
食
料
安
全
保
障
へ

の
具
体
的
な
制
度
化
の
動
き
を
促
進
し
、

一
九
九
九
年
に
は
国
連
経
済
社
会
理
事
会

よ
り
「
適
切
な
食
料
へ
の
権
利
に
関
す
る

G
eneral　

Com
m

ent　

12
」
が
発
表

さ
れ
、「
食
料
へ
の
権
利
」
の
国
際
法
化

へ
の
法
的
基
盤
が
確
立
し
た
。

２
．
食
料
主
権

　
　

(Food Sovereignty)

「
食
料
主
権
」
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ス
タ
ー
ト

翌
年
の
１
９
９
６
年
、
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ

ト
（
Ｗ
Ｆ
Ｓ
）
に
並
行
し
て
開
か
れ
た
Ｎ

Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
ビ
ア
・
カ

ン
ペ
シ
ー
ナ
＊
２
（La Via Cam

pesina

ス
ペ
イ
ン
語
で
「
農
民
の
道
」）
に
よ
り
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
新
自
由
主
義
体
制
に
対
す
る
根

本
的
な
対
案
と
し
て
初
め
て
提
起
さ
れ

た
。髙

𣘺
敏
哉
氏
は
、「
食
料
主
権
」
を
次

の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
＊
３
「
食
料

主
権
」
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
先

進
国
の
大
企
業
の
影
響
を
強
く
受
け
る
途

上
国
の
農
業
の
生
産
、
分
配
、
消
費
の
あ

り
方
を
終
焉
さ
せ
、
現
場
の
農
民
、
と
り

わ
け
小
農
民
、
小
作
農
、
女
性
、
原
住
民

（
Ｉ
Ｐ
ｓ
）
の
農
業
と
食
料
に
関
す
る
「
決

定
権
」
の
回
復
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
主
権
」
概
念
は
、
国
際
政

治
、
国
際
法
上
の
主
権
と
は
異
な
り
、
食

料
、
農
業
に
関
す
る
政
治
的
な
決
定
権
を

指
す
。「
食
料
主
権
」
は
、
途
上
国
の
弱

い
立
場
に
あ
る
食
料
生
産
者
の
直
接
参
加

に
よ
る
食
料
・
農
業
政
策
の
決
定
を
求
め
、

食
料
安
全
保
障
の
主
体
と
し
て
の
個
人
を

更
に
徹
底
し
、
食
料
の
生
産
、
分
配
、
消

費
活
動
の
決
定
権
を
直
接
参
加
に
よ
り
回

復
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
農
民
の

視
点
、
と
り
わ
け
脆
弱
な
農
村
の
女
性
、

Ｉ
Ｐ
ｓ
か
ら
の
視
点
の
重
要
性
を
喚
起
し

て
い
る
。「
食
料
主
権
」
は
こ
の
よ
う
な

目
的
に
か
な
う
具
体
的
実
践
的
な
活
動
も

広
く
含
ん
で
い
る
。 

日
本
で
は
、
農
民
運
動
、
消
費
者
運

動
の
中
で
「
食
料
主
権
」
と
い
う
言
葉
が

次
第
に
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
真
嶋
良
孝
氏
は
、「
食
料
主
権
と
は
、

す
べ
て
の
国
と
民
衆
が
自
ら
の
食
糧
・
農

業
政
策
を
決
定
す
る
権
利
、
す
べ
て
の
人

が
安
全
、
栄
養
豊
か
な
食
料
を
得
る
権
利

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
食
糧
を
小
農
・
家

族
経
営
農
民
、
漁
民
が
持
続
可
能
な
方
法

で
生
産
す
る
権
利
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ

し
て
「
多
国
籍
企
業
や
大
国
、
国
際
機
関

の
横
暴
を
各
国
が
規
制
す
る
国
家
主
権

と
、
国
民
が
自
国
の
食
料
・
農
業
政
策
を

決
定
す
る
国
民
主
権
を
統
一
し
た
概
念
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
＊
４
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３
．
食
料
主
権
運
動
の
発
展

「
食
料
主
権
」
は
、
食
料
を
市
場
任
せ

に
せ
ず
「
決
定
権
」
の
回
復
を
め
ざ
そ
う

と
す
る
理
念
だ
が
、
世
界
の
農
民
・
市
民

組
織
の
共
同
要
求
と
し
て
定
着
・
発
展
し
、

第
六
〇
回
国
連
人
権
委
員
会
（
二
〇
〇
四

年
）
で
は
、「
食
料
主
権
」
が
、「
食
料
に

対
す
る
権
利
」
や
食
料
安
全
保
障
と
密
接

な
関
連
を
持
ち
、
相
補
関
係
に
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
報
告
書
が
採
択
さ
れ
た
（
参

加
五
三
カ
国
の
う
ち
日
本
政
府
を
含
む

五
一
カ
国
が
賛
成
、
反
対
は
ア
メ
リ
カ
の

み
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
棄
権
）。

こ
の
第
六
〇
回
国
連
人
権
委
員
会
で
、

「
食
料
に
対
す
る
権
利
」
が
重
要
議
案
の

一
つ
と
さ
れ
た
理
由
は
、
一
九
九
六
年
に

開
か
れ
た
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
の
「
ロ
ー

マ
宣
言
」
に
お
い
て
「
二
〇
一
五
年
ま
で

に
栄
養
不
足
人
口
を
半
減
さ
せ
る
」
と
公

約
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
栄

養
不
足
人
口
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た

こ
と
に
よ
る
。

こ
の
国
連
人
権
委
員
会
に
お
け
る

ジ
ャ
ン
・
ジ
グ
レ
ー
ル
＊
５
特
別
報
告
者

の
レ
ポ
ー
ト
は
、「
す
で
に
全
人
口
を
食

べ
さ
せ
る
の
に
十
分
以
上
の
食
料
を
生
産

し
て
い
る
の
に
、
世
界
で
八
億
四
千
万
人

を
超
え
る
人
び
と
が
栄
養
不
足
に
苦
し
ん

で
い
る
こ
と
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
だ
」、「
各

国
政
府
に
対
し
、
食
料
に
対
す
る
権
利
を

尊
重
し
、
保
護
し
、
履
行
す
る
よ
う
勧
告

す
る
。
食
料
に
対
す
る
権
利
に
重
大
な
否

定
的
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
世
界
貿
易
シ
ス

テ
ム
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
不

公
平
に
対
し
、
緊
急
の
対
処
が
必
要
で
あ

る
。
い
ま
や
『
食
料
主
権
』
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
提
起
し
て
い
る
よ
う
な
農
業
と
貿
易
に

関
す
る
新
た
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
モ
デ

ル
を
検
討
す
べ
き
時
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。

４
．
私
た
ち
と
食
料
主
権

低
い
食
料
自
給
率

日
本
で
は
、
食
料
生
産
の
基
盤
と
な
る

農
地
面
積
の
減
少
、
中
山
間
地
域
＊
６
を
中

心
と
し
た
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、農
家
数・

農
業
者
の
減
少
、
担
い
手
不
足
（
基
幹
的

農
業
従
事
者
の
四
二
％
が
七
〇
歳
以
上
）

等
の
深
刻
な
状
況
に
加
え
、
農
産
物
輸
入

自
由
化
に
伴
い
国
内
生
産
が
切
り
捨
て
ら

れ
て
き
た
結
果
、食
料
自
給
率（
二
〇
一
八

年
度
）
は
三
七
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
＊
７
こ
の
数
字
は

先
進
諸
国
の
中
で
最
も
低
く
、
ア
メ
リ
カ

一
三
〇
％
、
フ
ラ
ン
ス
一
二
七
％
、
ド
イ

ツ
九
五
％
、
イ
ギ
リ
ス
六
三
％
と
な
っ
て

い
る
。
＊
８
国
民
の
食
料
の
６
割
以
上
を

国
外
に
依
存
す
る
こ
と
は
、
今
般
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
追
わ
れ

る
世
界
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、国
の
存
立
、

国
民
の
生
存
条
件
を
脅
か
す
深
刻
な
事
態

と
言
え
る
。

高
い
海
外
依
存
度

　

日
本
で
は
、
食
料
供
給
の
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
六
割
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
三
割

を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
。
世
界
人
口

に
占
め
る
日
本
の
人
口
割
合
は
一
・
七
％

（
二
〇
一
五
年
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
世

界
の
農
産
物
輸
入
に
占
め
る
割
合
（
金
額

ベ
ー
ス
）
は
世
界
第
六
位
で
四
・
三
％
で

あ
る
。
農
産
物
輸
入
の
代
表
的
な
品
目
と

う
も
ろ
こ
し
の
輸
入
額
に
お
い
て
は
世

界
第
一
位
の
一
四
・
七
％
、
肉
類
で
は
第

二
位
の
八
・
四
％
、
小
麦
は
第
四
位
の
五
・

一
％
、
大
豆
は
第
三
位
の
三
・
四
％
で
あ

る
。
米
国
や
Ｅ
Ｕ
諸
国
な
ど
で
は
輸
入
額

と
と
も
に
輸
出
額
も
多
く
、
圧
倒
的
に
輸

入
に
偏
っ
て
い
る
日
本
の
輸
出
入
バ
ラ
ン

ス
は
、
他
の
国
と
は
異
な
る
特
殊
な
構
造

で
あ
る
。
＊
９　

二
〇
一
三
年
の
我
が
国
の
農
産
物
輸
入

先
国
を
見
る
と
、
農
産
物
全
体
（
輸
入
額

六
兆
一
、三
六
五
億
円
）
の
第
一
位
は
米

国
で
二
三・
一
％
、
小
麦
輸
入
（
輸
入
額

二
、二
二
二
億
円
）
の
第
一
位
も
米
国
で

五
一・
五
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
輸
入
額

四
、六
三
七
億
円
）
の
第
一
位
も
米
国
で

四
七・九
％
、
大
豆
（
輸
入
額
一
、八
三
八
億

円
）
の
第
一
位
も
米
国
で
五
八・
一
％
と
、

日
本
の
農
産
物
輸
入
は
、
ア
メ
リ
カ
に
大

き
く
依
存
し
て
い
る
。* 

10

特
定
の
国
へ
の

過
度
の
輸
入
依
存
は
、
大
き
な
リ
ス
ク
要

因
で
あ
る
。

種
苗
法
改
定

　

政
府
は
二
〇
二
〇
年
三
月
三
日
種
苗
法
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改
正
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
で
は
四
月

か
ら
、
種
苗
法
の
改
定
審
議
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
安
倍
政
権
は
二
〇
一
八
年
に
種

子
法
を
廃
止
し
、
戦
後
コ
メ
、
麦
、
大
豆

な
ど
の
主
要
食
料
を
安
定
的
に
供
給
す
る

源
と
な
っ
て
き
た
主
要
農
産
物
の
種
子
の

公
的
管
理
制
度
を
廃
止
し
た
。
種
子
法
の

廃
止
は
、
同
時
に
施
行
さ
れ
た
農
業
競
争

力
強
化
支
援
法
に
よ
り
国
や
自
治
体
が
持

つ
知
財
権
の
民
間
へ
の
移
転
が
促
進
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
「
タ
ネ
」

を
守
ろ
う
と
、
種
子
法
に
代
わ
る
「
種
子

条
例
」
を
制
定
す
る
動
き
が
全
国
の
自
治

体
で
広
が
っ
て
い
る
。

今
回
の
種
苗
法
の
改
定
に
お
け
る
問

題
は
、
登
録
品
種
の
自
家
採
種
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
種
子
に
は
、
自
家

採
種
が
で
き
な
い
よ
う
に
品
種
が
改
良
さ

れ
て
い
て
毎
年
企
業
か
ら
の
購
入
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
Ｆ
１
種
と
、
農
家
に
よ
る

自
家
採
種
可
能
な
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。

種
苗
法
が
改
正
？
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
こ

れ
ま
で
自
分
の
農
地
で
自
家
採
取
し
た
種

子
で
栽
培
し
て
い
た
作
物
で
あ
っ
て
も
、

栽
培
農
家
よ
り
先
に
民
間
企
業
が
登
録
す

れ
ば
、
そ
の
農
家
は
特
許
権
侵
害
で
告
訴

さ
れ
、
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
。

種
子
法
廃
止
と
農
業
競
争
力
強
化
支

援
法
で
コ
メ
、
麦
、
大
豆
な
ど
の
主
要
作

物
の
公
的
管
理
が
民
間
に
移
り
、
今
回
の

種
苗
法
の
改
正
で
そ
れ
以
外
の
作
物
の
種

子
も
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
の
国
際
競
争
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
〇
一
八
年

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
農
民
の
権
利

宣
言
」
に
は
、「
農
民
は
、
自
家
採
種
の

種
苗
を
保
存
・
利
用
・
交
換
・
販
売
す
る

権
利
を
持
つ
。」（
第
一
九
条　

種
子
に
対

す
る
権
利
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
種
子

法
廃
止
も
種
苗
法
改
正
も
米
国
の
意
向
に

沿
う
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
食
料
主
権
は

大
き
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
上

回
る
譲
歩
を
含
む
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効

（2019.2

）、
日
米
貿
易
協
定
と
デ
ジ
タ

ル
貿
易
協
定
の
成
立
（2019.12.4

）、

水
産
資
源
管
理
の
強
化
や
養
殖
業
へ
の
企

業
参
入
の
促
進
を
め
ざ
す
漁
業
法
改
定
の

成
立 

（2018.12.8

） 

、
遺
伝
子
組
み
換

え
作
物
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
等
、
食
料
主

権
に
関
わ
る
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。

終
わ
り
に

昨
年
一
二
月
、
中
国
武
漢
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て
以

降
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
感
染
拡
大
は

一
八
一
の
国
・
地
域
に
及
び
、
感
染
者
数

は
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
事
態
と
な
っ
た

（2020.4.3

米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス

大
学
な
ど
の
ま
と
め
）。
食
料
生
産
、
食

料
輸
出
入
へ
の
影
響
も
出
始
め
、
国
連
食

糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
関
連
機
関
の
世
界
貿
易

機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
ト
ッ
プ
三
人
は
「
現

在
進
行
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機

に
当
局
が
適
切
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、

世
界
的
な
食
料
不
足
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
警
告
し
て
い
る
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信

四
月
一
日
）。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
私
た
ち
の
底
力

が
試
さ
れ
て
い
る
。
心
あ
る
仲
間
と
手
を

携
え
、
希
望
を
持
ち
決
し
て
あ
き
ら
め
る

こ
と
な
く
、
心
を
一
つ
に
し
て
前
に
進
ん

で
行
き
た
い
と
思
う
。

二
〇
二
〇
年
四
月
四
日
記

注＊
１　

第
十
一
条
１　

こ
の
規
約
の
締
約

国
は
、
自
己
及
び
そ
の
家
族
の
た
め
の
相
当

な
食
糧
、
衣
類
及
び
住
居
を
内
容
と
す
る
相

当
な
生
活
水
準
に
つ
い
て
の
並
び
に
生
活
条

件
の
不
断
の
改
善
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
者

の
権
利
を
認
め
る
。
締
約
国
は
、
こ
の
権
利

の
実
現
を
確
保
す
る
た
め
に
適
当
な
措
置
を

と
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
自
由
な
合
意
に
基

づ
く
国
際
協
力
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と

を
認
め
る
。

２　
こ
の
規
約
の
締
約
国
は
、
す
べ
て
の
者

が
飢
餓
か
ら
免
れ
る
基
本
的
な
権
利
を
有
す

る
こ
と
を
認
め
、
個
々
に
及
び
国
際
協
力
を

通
じ
て
、
次
の
目
的
の
た
め
、
具
体
的
な
計

画
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
と
る
。 

(a)　
技
術
的
及
び
科
学
的
知
識
を
十
分
に
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
栄
養
に
関
す
る
原
則

に
つ
い
て
の
知
識
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
並
び
に
天
然
資
源
の
最
も
効
果
的
な
開
発

及
び
利
用
を
達
成
す
る
よ
う
に
農
地
制
度
を

発
展
さ
せ
又
は
改
革
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食

糧
の
生
産
、
保
存
及
び
分
配
の
方
法
を
改
善

す
る
こ
と
。

 

(b)　
食
糧
の
輸
入
国
及
び
輸
出
国
の
双
方

の
問
題
に
考
慮
を
払
い
、
需
要
と
の
関
連
に

お
い
て
世
界
の
食
糧
の
供
給
の
衡
平
な
分
配

を
確
保
す
る
こ
と
。 

＊
２　

ビ
ア
・
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ
は
、
農
産

物
貿
易
の
自
由
化
に
よ
り
困
難
に
直
面
し

た
各
国
の
農
民
運
動
の
組
織
に
よ
っ
て

一
九
九
三
年
に
発
足
し
、
小
規
模
農
民
を

脅
か
す
新
自
由
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
立
ち
向
か
い
、
世
界
の
諸
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織

と
共
同
し
な
が
ら
国
際
的
な
行
動
、
提
言

を
行
っ
て
き
た
。
規
約
で
は
「
小
作
農
、
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中
小
農
民
、
先
住
民
社
会
の
小
工
芸
品
製

作
者
、
農
業
労
働
者
の
基
本
的
な
利
益
を

守
り
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
運
動
と
組
織
を

調
整
す
る
国
際
運
動
体
で
、
い
か
な
る
政

治
や
経
済
に
も
依
存
せ
ず
、
干
渉
も
受
け

な
い
自
主
性
と
多
様
性
を
貫
く
運
動
」
と

定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
八
一
カ
国
（
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
北

ア
メ
リ
カ
）の
一
八
二
の
組
織
が
加
盟
し
、

日
本
の
農
民
運
動
全
国
連
合
会（
農
民
連
）

は
二
〇
〇
八
年
に
加
盟
し
て
い
る
。

＊
３　

髙
𣘺
敏
哉
「
食
料
安
全
保
障
へ
の

二
つ
の
規
範
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
の
可
能

性
：
飢
餓
・
栄
養
不
良
問
題
で
の
食
料
へ

の
権
利
と
食
料
主
権
」
二
〇
一
二
年
『
敬

和
学
園
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
一
号

＊
４　

真
嶋
良
孝
「
食
糧
危
機
・
食
料
主

権
と
ビ
ア
・
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ
」、村
田
武『
食

料
主
権
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』
農
文
協

二
〇
一
一
年

＊
５　

Jean Ziegler　

二
〇
〇
〇
年
か

ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
国
連
の
「
食
糧
に
対

す
る
権
利
」
の
特
別
報
告
者
。
一
九
三
四

年
生
ま
れ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
社
会
学
部

教
授
、
同
大
学
付
属
第
三
世
界
研
究
所
所

長
な
ど
を
歴
任
。

＊
６　

中
山
間
地
域
と
は
、
農
業
地
域
類

型
区
分
の
う
ち
、
中
間
農
業
地
域
と
山
間

農
業
地
域
を
合
わ
せ
た
地
域
を
指
す
。
山

地
の
多
い
日
本
で
は
中
山
間
地
域
が
総
土

地
面
積
の
約
七
割
を
占
め
、
こ
の
中
山
間

地
域
に
お
け
る
農
業
は
全
国
の
耕
地
面
積

の
約
四
割
、
総
農
家
数
の
約
四
割
を
占
め

る
な
ど
、
日
本
の
農
業
の
中
で
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。

＊
７　

有
馬
奏
紘
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
自
由
貿
易
体

制
と
食
料
自
給
・
食
料
へ
の
権
利
・
食
糧

主
権
」
肥
料
科
学
第
四
〇
号　

二
〇
一
八

年＊
８　

農
林
水
産
省　

食
料
自
給
率
と
は

https://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/zyukyu/
zikyu_ritu/011.htm

l

＊
９　

我
が
国
の
農
産
物
輸
入
等
の
動
向

（
農
林
省
）https://w

w
w.m

aff.go.jp/
j/zyukyu/jki/j_rep/annual/2016/
attach

/p
d

f/2
0

1
6

_an
n

u
al_

report-36.pdf　

＊
10　

我
が
国
の
農
産
物
輸
入
等
の
動
向

（
農
林
省
）https://w

w
w.m

aff.go.jp/

j/zyukyu/jki/j_rep/annual/2014/
pdf/iii_1.pdf



6

一票で変える女たちの会　かわらばん　第 31号　2020年 4月 22日

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
渦

中
、
仕
事
に
行
く
こ
と
も
、
集
会
や
セ
ミ

ナ
ー
も
、
グ
ル
ー
プ
活
動
や
会
議
も
、
友

人
と
の
会
食
も
、
劇
場
や
映
画
館
も
、
ど

こ
へ
も
出
ら
れ
な
い
日
々
が
続
い
て
い

る
。
先
日
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会
の

事
務
局
会
議
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

で
行
い
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
元
気
な
顔

や
声
に
励
ま
さ
れ
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
朝
起
き
る
と
、e-m

ail

だ
け
で
な
く
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
上
の
ニ
ュ
ー

ス
を
ひ
と
わ
た
り
読
ん
で
一
日
が
始
ま

る
。
新
聞
を
読
む
の
は
そ
の
後
だ
。
そ
ん

な
中
で
、
私
が
い
つ
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

る
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
特
集
の
キ
ャ
ス
タ
ー
金
平

茂
紀
さ
ん
が
シ
ェ
ア
し
た
投
稿
、
編
集
室

水
平
線　

西
田
浩
孝
さ
ん
の　
『
い
ま「
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
を
言
う
』
が
目

に
留
ま
っ
た
。

　

西
田
さ
ん
は
元
東
京
の
出
版
社
の
編
集

者
、
長
崎
へ
引
越
し
、
そ
こ
で
「
編
集
室

水
平
線
」を
主
宰
、ハ
ン
セ
ン
病
患
者
だ
っ

た
詩
人
大
江
満
雄
を
書
い
た
本
の
出
版
な

ど
、
一
人
で
本
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

西
田
さ
ん
編
集
室
水
平
線
の
投
稿
か
ら

------------------------------------------------

　

�　

二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
現
在
、
日
本

お
よ
び
世
界
の
状
況
に
関
し
て
、「
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
が
あ
る
と
感

じ
、
で
き
れ
ば
ま
と
ま
っ
た
文
章
を
書

き
た
い
と
思
う
が
、残
念
な
が
ら
い
ま
、

そ
の
た
め
の
条
件
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い

な
い
の
で
、
以
下
、
要
点
の
み
を
記
す
。

　

�

①
国
家
権
力
の
際
限
な
き
拡
大
に
強
く

反
対
す
る

　

�

②
「
挙
国
一
致
」「
総
力
戦
」
な
る
も

の
を
拒
絶
す
る

　

�

③
「
最
悪
の
事
態
」
の
〈
先
〉
が
あ
り

う
る
こ
と
を
想
定
す
る

　

�

④
窮
境
に
あ
る
人
び
と
へ
の
最
大
限
の

補
償
・
支
援
を
実
現
す
る

　

�

⑤
生
身
の
人
間
と
し
て
、
可
能
な
限
り

の
相
互
扶
助
を
試
み
る

　

�

⑥
切
り
捨
て
ら
れ
る
側
に
立
つ

　

�

⑦
真
正
の
哲
学
が
必
要
で
あ
る

　

�

▼
参
考
：
桐
生
悠
々
「
言
い
た
い
事
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
事
と
」
＊

------------------------------------------------

　

西
田
さ
ん
が
参
考
と
す
る
桐
生
悠
々
は

戦
前
の
治
安
維
持
法
下
の
時
代
、「
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
を
書
き
何
回
も
投

獄
さ
れ
た
新
聞
記
者
。
彼
の
「
言
い
た
い

事
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
事
と
」
は
昭
和

一
一
年
（
一
九
三
六
年
）
に
書
か
れ
た
も

の
だ
。
最
近
カ
ミ
ユ
の
『
ペ
ス
ト
』
を
再

読
し
て
も
人
間
は
な
ぜ
こ
う
も
過
去
に
、

歴
史
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う

か
と
つ
く
づ
く
思
う
。

　

西
田
さ
ん
が
あ
げ
る
要
点
①
か
ら
⑦
ま

で
は
そ
れ
ぞ
れ
心
か
ら
納
得
の
内
容
だ
。

緊
急
事
態
宣
言
の
も
と
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

は
で
き
な
い
現
状
に
不
安
を
感
じ
る
人
々

の
気
持
ち
に
乗
じ
て
、
安
倍
政
権
が
国
家

権
力
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
、
今
私
た
ち

は
何
よ
り
恐
れ
、
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

人
々
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
恐
れ
、
医
療
の
崩
壊
を
恐
れ
て
い
る
最

中
に
、
安
倍
首
相
は
憲
法
に
つ
い
て
「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
へ
の
対
応
も
踏
ま
え

つ
つ
国
会
の
憲
法
審
査
会
の
場
で
与
野
党

で
活
発
な
議
論
を
期
待
し
た
い
」
と
明
言

し
、
憲
法
改
定
を
も
く
ろ
む
。
野
党
は
憲

法
審
査
会
へ
の
参
加
を
拒
否
し
て
い
る
。

検
事
の
定
年
延
長
を
認
め
る
検
察
庁
法
改

正
案
を
提
出
し
て
、
検
事
総
長
人
事
を
政

権
が
握
れ
る
よ
う
に
と
今
国
会
で
の
成
立

を
図
っ
て
い
る
。
ま
る
で
火
事
場
泥
棒
で

は
な
い
か
。

　

私
た
ち
は
今
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
「
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
を
き
ち
ん

と
言
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
な

の
だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
集
会
が

中
止
に
な
り
、
デ
モ
も
で
き
な
い
今
、
私

に
で
き
る
こ
と
と
い
え
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
発
言
す
る
こ
と
、
適
切
な
情
報
を
得

て
そ
れ
を
共
有
し
て
ゆ
く
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
決
し
て
今
ま
で
通
り

で
は
な
い
だ
ろ
う
「
コ
ロ
ナ
後
」
に
備
え

て
の
読
書
も
欠
か
せ
な
い
。

二
〇
二
〇
年
四
月
一
九
日

　

バ
ッ
ハ
作
曲
「
我
ら
困
難
の
極
み
に
あ
る

　

時
も
」の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
。

「
今
、
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
」坂

元
良
江

＊ https://www.aozora.gr.jp/cards/000535/files/3612_20811.html で全文が読めます。
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韓
国
朝
鮮
の
人
々
の
、
政
治
を
含
む

様
々
な
問
題
へ
の
向
き
合
い
方
に
、
関
心

が
あ
る
。

　

日
本
と
は
決
定
的
に
違
う
。

　

韓
国
で
は
、
人
々
が
自
分
た
ち
が
持
っ

て
い
る
力
を
し
っ
か
り
と
信
じ
て
い
る
の

だ
と
思
う
、
単
に
熱
し
や
す
い
と
い
う
こ

と
と
は
違
っ
て
。
そ
し
て
そ
れ
は
日
本
と

の
様
々
な
歴
史
的
な
深
い
関
係
に
よ
っ

て
、
よ
り
力
強
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
ど
れ
だ
け
韓
国
朝
鮮
の

人
々
や
そ
の
歴
史
と
日
本
の
か
か
わ
り
方

を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
一
九
八
〇
年
八

月
（
こ
の
年
の
五
月
に
光
州
事
件
が
起
き

て
い
た
こ
と
は
、
ぼ
ん
や
り
と
し
か
分

か
っ
て
い
な
か
っ
た
）
に
初
め
て
関
釜
連

絡
船
で
韓
国
釜
山
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と

き
か
ら
ず
っ
と
、
問
題
意
識
は
そ
こ
に

あ
っ
た
。

　

私
は
こ
の
関
わ
り
深
い
隣
の
国
と
、
日

本
と
の
間
で
の
歴
史
が
、
ち
ゃ
ん
と
わ

か
っ
て
い
な
い
。
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
の

理
由
は
自
分
が
受
け
た
教
育
の
問
題
と
、

韓
国
朝
鮮
の
政
治
状
況
。

　

江
華
島
事
件
、
日
清
戦
争
、
三
国
干
渉
、

閔
妃
殺
害
、
日
露
戦
争
等
、
一
八
六
八
年

の
明
治
維
新
か
ら
、
た
て
続
け
に
世
界
史

で
は
覚
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
わ
れ

た
日
朝
間
の
事
件
が
並
ぶ
。
し
か
し
そ
れ

が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
は

あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
な
い
。
当
た
り
前
の

こ
と
だ
が
、
事
柄
は
バ
ラ
バ
ラ
に
起
き
る

の
で
は
な
く
そ
の
つ
ら
な
り
そ
れ
自
身
が

重
要
だ
。

　

一
八
七
五
年
九
月
、
朝
鮮
半
島
の
西
沿

岸
で
水
路
測
量
を
名
目
に
示
威
活
動
中
の

日
本
の
軍
艦
『
雲
揚
』
が
江
華
島
付
近
で

砲
撃
を
受
け
た
。
当
た
り
前
で
し
ょ
う
、

そ
こ
は
ソ
ウ
ル
へ
の
入
り
口
そ
の
も
の
だ

か
ら
。
で
も
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
い

た
日
本
軍
は
即
座
に
応
戦
、
日
本
兵
が
死

ん
だ
こ
と
を
理
由
に
特
使
（
井
上
馨
ら
）

を
朝
鮮
に
派
遣
し
、
武
力
的
威
嚇
の
も
と

に
交
渉
を
行
い
、
七
六
年
二
月
、
日
朝
修

好
条
規
（
江
華
島
条
約
）
を
調
印
さ
せ
、

鎖
国
を
終
わ
ら
せ
る
。
内
容
は
日
本
が
開

国
を
迫
ら
れ
、
結
ば
さ
れ
た
と
同
様
の
ひ

ど
い
不
平
等
条
約
だ
っ
た
。
日
本
が
そ
の

不
平
等
性
を
改
め
さ
せ
る
の
に
、
大
変
な

時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
た
と
い

う
の
に
。
そ
し
て
す
ぐ
に
釜
山
・
仁
川
・

元
山
が
開
港
、
植
民
地
へ
の
入
り
口
は
こ

じ
開
け
ら
れ
た
。 

　

当
時
の
李
氏
朝
鮮
王
朝
は
腐
敗
堕
落
が

ひ
ど
く
、
官
位
の
売
り
買
い
も
当
た
り

前
、
実
権
は
日
本
を
頼
っ
た
大
院
君
か
ら

閔ビ
ン
ピ妃

（
高
宗
の
妃
）
一
族
に
移
っ
て
い
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
現
状
を
正
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
持
つ
人
は
国
中
に
い
た
。

　

私
が
一
番
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
甲

午
農
民
戦
争
。
中
学
か
高
校
時
代
に

一
八
九
四
年
「
東
学
党
の
乱
」
と
し
て
さ

ら
り
と
学
ん
だ
記
憶
が
あ
る
が
、
東
学
党

と
い
う
の
が
宗
教
で
、
乱
と
い
う
の
は
日

本
の
百
姓
一
揆
の
よ
う
な
も
の
か
と
思
っ

て
い
た
。
と
ん
で
も
な
い
。
そ
の
農
民
軍

に
参
加
し
た
の
は
当
時
の
朝
鮮
の
人
口

六
〇
〇
万
人
の
中
で
最
終
的
に
は
二
〇
万

人
以
上
、
三
〇
人
に
一
人
と
い
う
膨
大
な

人
数
だ
っ
た
そ
う
だ
。
闘
っ
た
相
手
は
、

全
州
の
腐
敗
し
た
支
配
者
、
リ
ー
ダ
ー
は

東
学
（
人
即
天
と
い
う
平
等
を
柱
に
し
た

宗
教
・
思
想
）
の
接
主
。
賑
や
か
な
農
楽

隊
を
先
頭
に
支
配
者
退
治
に
動
く
。
奇
襲

作
戦
も
功
を
奏
し
て
完
全
勝
利
。
日
清
の

戦
争
が
始
ま
る
と
外
国
軍
の
干
渉
は
避
け

る
と
し
、
東
学
党
農
民
軍
は
朝
鮮
政
府
に

和
睦
を
求
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
農
政

改
革
自
治
を
開
い
た
。

　

大
院
君
が
王
位
を
譲
っ
た
の
は
高
宗

で
、
そ
の
皇
后
に
あ
た
る
の
が
閔
妃
。
で

も
日
本
に
頼
ろ
う
と
し
て
い
た
大
院
君
と

は
、
主
張
が
対
立
し
、
彼
女
は
東
学
な
ど

の
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に
清
に
相
談
、

清
が
二
五
〇
〇
名
の
派
兵
を
す
る
と
す
か

さ
ず
日
本
も
六
三
〇
〇
名
を
派
兵
、
日
本

軍
は
七
月
に
王
宮
占
拠
の
後
平
壌
で
の
開

戦
等
で
清
軍
を
破
り
清
国
領
ま
で
侵
入
す

る
。
相
互
の
宣
戦
布
告
は
八
月
一
日
で
、

日
本
軍
は
殲
滅
戦
を
開
始
し
た
。
九
五
年

四
月
に
は
日
清
講
和
条
約
が
結
ば
れ
た
。

つ
ま
り
ほ
と
ん
ど
戦
地
は
朝
鮮
半
島
で
、

当
然
東
学
農
民
た
ち
は
日
清
の
戦
争
の
後

方
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
こ
で
農
民
軍
は
全
国
で
抗
日
闘
争

を
始
め
ざ
る
を
得
な
い
。
ソ
ウ
ル
を
目
指

す
な
ど
、
全
国
に
広
が
っ
た
闘
い
は
悲
惨

な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
竹

や
り
と
最
新
兵
器
の
戦
い
の
よ
う
な
も
の

だ
か
ら
、
結
果
は
わ
か
り
き
っ
て
い
た
。

し
か
も
東
学
軍
の
行
動
綱
領
は
人
を
殺
す

な
、
物
を
壊
す
な
。
最
後
は
最
南
端
ま
で

追
い
詰
め
ら
れ
、
無
残
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

シ
リ
ー
ズ
〈
南
北
朝
鮮
と
わ
た
し
〉
２

甲
午
農
民
戦
争
と

日
清
戦
争

丹
羽
雅
代
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が
実
行
さ
れ
た
。
そ
れ
が
一
八
九
四
年
か

ら
一
年
間
の
こ
と
。

　

日
清
戦
争
の
結
果
は
日
本
の
全
面
勝
利

と
な
り
、
多
額
の
賠
償
金
と
、
台
湾
、
遼

東
半
島
（
旅
順
・
大
連
が
含
ま
れ
る
の
ち

の
日
露
戦
争
の
引
き
金
と
な
っ
て
い
く
場

所
）
を
得
る
が
、
三
国
（
独
・
仏
・
露
）

干
渉
を
恐
れ
、
遼
東
半
島
は
割
譲
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

そ
し
て
半
年
後
の
閔
妃
殺
害
と
な
る
。

　

ど
か
ど
か
と
い
わ
ば
皇
居
に
軍
靴
が
入

り
、
皇
后
を
探
し
出
し
、
殺
害
し
、
焼
く
。

首
謀
者
は
駐
韓
公
使
、
三
浦
悟
楼
。
そ
れ

以
前
か
ら
起
き
て
い
た
韓
国
の
人
々
の
国

権
回
復
要
求
の
背
景
に
閔
妃
と
ロ
シ
ア
と

の
結
託
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

の
が
理
由
。
し
か
も
日
本
人
が
や
っ
た
の

で
は
な
く
朝
鮮
人
が
や
っ
た
と
装
う
と
い

う
悪
質
さ
。
報
告
は
後
の
首
相
で
当
時
外

務
次
官
だ
っ
た
原
敬
の
元
に
す
べ
て
届
い

て
い
た
と
い
う
。

　

慶
福
宮
を
ま
る
で
隠
す
か
の
よ
う
に
、

朝
鮮
総
督
府
の
四
階
建
て
の
大
き
な
建
物

が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
光
化
門
を

取
り
壊
し
一
九
二
七
年
に
作
ら
れ
た
も
の

だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
一
九
一
〇
年
日
韓
併

合
の
日
本
の
植
民
地
政
策
実
行
の
場
と
し

て
威
容
を
誇
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
。
地
下

室
に
は
拷
問
室
と
思
わ
れ
る
秘
密
部
屋
が

あ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
は
今
は
す
べ
て
取

り
壊
さ
れ
（
一
九
九
三
年
）、
光
化
門
広

場
は
ロ
ウ
ソ
ク
デ
モ
の
発
火
点
と
な
っ
て

い
る
。

　

韓
国
で
は
、
近
年
、
歴
史
を
読
み
な
お

す
作
業
が
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
総
督
府
の

建
物
取
り
壊
し
も
も
ち
ろ
ん
そ
の
一
つ
。

親
日
派
の
洗
い
直
し
な
ど
も
本
に
な
っ
て

い
る
。
民
意
が
政
権
の
コ
ロ
ナ
対
応
を
高

く
評
価
し
、
支
持
し
た
政
権
の
安
定
も
明

確
に
な
っ
た
。
日
本
の
受
け
止
め
る
力
が

問
わ
れ
る
。

参
考
文
献

梶
村
秀
樹
『
排
外
主
義
克
服
の
た
め
の
朝
鮮

　
史
』（
平
凡
社　
二
〇
一
四
年
）

宗
基
淑
『
朝
鮮
東
学
農
民
戦
争
を
知
っ
て
い

　

ま
す
か
？ —

立
ち
上
が
っ
た
人
々
の
物

語
』（
梨
の
木
舎　
二
〇
一
五
年
）

金
一
勉
『
日
本
人
と
朝
鮮
人
』（
三
一
書
房

　
一
九
七
五
年
）

 

と
な
り
の
宋ソ

ン
さ
ん
写
真
展
報
告

　

旧
日
本
軍
の
慰
安
婦
だ
っ
た
こ
と
を
名

乗
り
出
て
、
裁
判
闘
争
や
平
和
活
動
を
続

け
て
い
た
宋ソ

ン
シ
ン
ド

神
道
さ
ん
。
二
〇
一
七
年
に

九
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
宋
さ
ん
の
写
真

展
が
一
月
二
十
三
～
二
十
六
日
、
立
川
市

で
市
民
グ
ル
ー
プ
の
手
に
よ
り
開
か
れ
ま

し
た
。
四
日
間
に
五
〇
〇
人
近
い
入
場
者

が
あ
り
、
宋
さ
ん
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
と
い
う
人
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。

となりの宋さん写真展・立川ニュース

同
時
開
催
さ
れ
た
講
演
会
や
映
画
上
映
会

に
も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。。

展
示
会
は
今
回
を
含
め
て
八
ヵ
所
で
開
か

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
地
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
丹
羽
雅
代
）

★
写
真
展
の
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
は
「
と
な
り
の
宋
さ
ん
」
巡
回
展
事
務

局
へ
。

m
ail: photo.songsan@

gm
ail.com
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変
な
タ
イ
ト
ル

　
「
性
的
同
意
」
と
「
お
任
せ
メ
ニ
ュ
ー
」

に
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
か
と
思
わ
れ

た
で
し
ょ
う
。

　

私
は
性
犯
罪
被
害
者
支
援
を
弁
護
士
と

し
て
か
れ
こ
れ
三
〇
年
余
り
や
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
日
本
に
は
な
じ
み
の
な
い
考

え
方
「
性
的
同
意
」
が
よ
う
や
く
若
者
を

中
心
に
関
心
を
集
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
性

的
同
意
」
は
、
性
暴
力
被
害
根
絶
の
た
め

に
核
心
と
な
る
考
え
方
で
す
。
し
か
し
、

日
本
で
は
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
男
性

に
至
っ
て
は
、「
同
意
」
な
ん
て
難
し
い

こ
と
を
言
い
出
せ
ば
、
ム
ー
ド
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
、
や
る
気
が
失
せ
る
な
ど

と
反
発
を
買
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
の
雰

囲
気
で
一
気
に
や
る
の
が
セ
ッ
ク
ス
と
い

う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
は
男
性
で
、
相
手
の
女
性
は
ど

う
思
っ
て
い
る
か
は
ほ
と
ん
ど
気
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
こ
の
国
に
お
け
る

セ
ッ
ク
ス
の
定
番
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

で
す
か
ら
、
ひ
と
た
び
、
あ
れ
は
性
暴
力

で
あ
っ
た
と
女
性
か
ら
告
発
さ
れ
る
と
何

の
こ
と
か
分
か
ら
ず
、
目
を
白
黒
と
い
う

こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。
性
行
為
に
相
手

側
の
同
意
が
い
る
な
ど
と
考
え
た
こ
と
も

な
か
っ
た
男
性
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
で

す
。

　

欧
米
で
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
そ
れ
以

前
の
家
父
長
制
に
根
差
し
た
強
姦
罪
規
定

が
改
正
さ
れ
、
被
害
者
も
男
女
共
に
と
す

る
な
ど
今
の
言
葉
で
言
え
ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
改
正

の
キ
ー
は
「
性
的
同
意
」
で
す
。
性
行
為

に
は
相
手
方
の
真
摯
で
か
つ
自
発
的
な
同

意
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
い
時
は
強

姦
罪
に
な
り
う
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

れ
が
最
も
進
ん
だ
の
が
二
〇
一
八
年
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
改
正
法
で
す
。
相
手
方
の

自
発
的
か
つ
真
摯
な
同
意
の
な
い
性
行
為

は
強
姦
で
あ
る
と
明
確
に
定
義
し
た
の
で

す
。
日
本
人
か
ら
は
信
じ
ら
れ
な
い
法
律

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
性
行
為
に
限
ら
ず
何

か
を
す
る
と
き
、
相
手
の
同
意
が
い
る
こ

と
は
今
で
は
当
た
り
前
の
ル
ー
ル
で
す

が
、
な
ぜ
か
日
本
人
に
は
な
じ
み
に
く
い

よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
も
し
か
す
る
と
自

分
で
考
え
て
自
分
の
意
思
を
は
っ
き
り
と

示
す
と
い
う
文
化
か
ら
遠
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
至
り
ま
し
た
。
以
下
は
私
が

そ
の
よ
う
に
思
っ
た
「
文
化
」
の
話
で
す
。

お
任
せ
メ
ニ
ュ
ー

　

ど
こ
で
聞
い
た
か
読
ん
だ
か
は
忘
れ
ま

し
た
が
、
西
欧
人
か
ら
す
る
と
日
本
の

料
亭
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
「
お
任
せ
メ

ニ
ュ
ー
」
は
と
て
も
不
思
議
な
も
の
ら
し

い
。
中
身
が
わ
か
ら
な
い
も
の
を
注
文
す

る
わ
け
で
あ
り
、
供
さ
れ
る
も
の
が
自
分

が
好
き
か
嫌
い
か
も
わ
か
ら
な
い
か
ら
で

す
。し
か
も
日
本
社
会
で
の
お
約
束
で
は
、

値
段
の
書
い
て
あ
る
も
の
よ
り
も
「
お
任

せ
」
は
大
抵
は
高
い
。
自
分
の
食
べ
る
も

の
を
値
段
も
含
め
て
他
人
に
（
お
店
に
）

す
っ
か
り
任
せ
て
決
め
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
は
西
欧
文
化
に
は
な
い
も
の
ら
し

い
。
お
店
の
人
と
特
別
懇
意
で
あ
れ
ば
違

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
初
め
て
入
っ
た
店

で
も
お
任
せ
は
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
人

に
対
す
る
こ
の
絶
大
な
信
頼
感
は
ど
こ
か

ら
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
る
と
い
う

文
脈
で
言
え
ば
、
私
は
小
学
生
の
時
に
読

ん
だ
「
暮
ら
し
の
手
帳
」
の
花
森
安
治
の

文
章
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
記
事
は
私

に
と
っ
て
は
今
で
も
覚
え
て
い
る
く
ら
い

の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
東
京

に
暮
ら
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
主
婦
の
買

い
物
の
仕
方
の
紹
介
で
し
た
。
彼
女
は

八
百
屋
の
店
先
で
玉
ね
ぎ
一
個
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
一
個
を
手
に
取
っ
て
丁
寧
に
点
検
し

て
買
う
か
買
わ
な
い
か
を
決
め
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
当
時
（
一
九
五
〇
年
代
後
半

か
）
の
日
本
の
八
百
屋
の
店
先
に
は
「
一

山
」
い
く
ら
と
い
う
ふ
う
に
玉
ね
ぎ
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日

本
人
は
一
山
を
構
成
す
る
一
個
一
個
を
手

に
取
っ
て
点
検
す
る
こ
と
な
ど
し
ま
せ

ん
。
ざ
っ
と
眺
め
て
「
こ
れ
、
下
さ
い
」

と
結
論
を
出
し
た
の
で
す
。
件
の
フ
ラ
ン

ス
人
主
婦
の
言
い
分
は
こ
う
で
し
た
。「
品

物
は
お
店
の
も
の
、
お
金
は
私
の
も
の
」。

子
ど
も
な
が
ら
私
は
こ
の
理
屈
に
深
く
納

得
し
ま
し
た
。
以
後
、「
品
物
は
お
店
の

も
の
、
お
金
は
私
の
も
の
」
は
私
が
買
い

物
を
す
る
と
き
に
自
分
の
中
で
繰
り
返
す

フ
レ
ー
ズ
と
な
り
ま
し
た
。
何
て
論
理
的

な
ん
だ
ろ
う
と
私
は
感
動
さ
え
覚
え
ま
し

た
。
難
し
く
言
え
ば
、
自
己
決
定
権
を
行

使
す
る
こ
と
で
す
。

　

高
そ
う
と
い
う
予
測
以
外
に
値
段
と
中

身
が
分
か
ら
な
い
も
の
を
注
文
す
る
の

は
、
よ
ほ
ど
大
胆
不
敵
か
、
懐
が
特
別
温

か
い
場
合
で
し
ょ
う
。
こ
の
仕
組
み
は
大

抵
は
高
級
店
に
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。
先
日
、

地
方
都
市
の
自
宅
の
近
く
を
散
歩
し
て
い

お
任
せ
メ
ニ
ュ
ー
と

性
的
同
意

角
田
由
紀
子
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た
ら
、
結
構
庶
民
的
な
居
酒
屋
風
の
店
の

メ
ニ
ュ
ー
に
「
お
任
せ
」
が
あ
っ
た
の
で
、

必
ず
し
も
高
級
店
専
用
で
も
な
い
ら
し
い

と
発
見
し
ま
し
た
。

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
食
事

　

何
を
食
べ
る
か
、
何
を
食
べ
た
い
か
、

多
く
の
人
と
は
言
わ
な
い
が
、
あ
る
種
の

日
本
人
に
と
っ
て
は
、
特
に
男
性
に
と
っ

て
は
重
要
な
課
題
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

食
事
は
生
活
の
中
で
順
位
が
低
い
よ
う
な

の
で
す
。
男
は
そ
ん
な
こ
と
に
か
ま
け
て

い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

食
事
の
支
度
が
女
の
仕
事
と
さ
れ
て
き
て

い
る
日
本
で
は
、
食
べ
る
こ
と
も
女
の
地

位
の
低
さ
に
引
き
ず
ら
れ
て
地
位
が
低
い

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

大
分
前
の
こ
と
で
す
が
、
日
弁
連
（
日

本
弁
護
士
連
合
会
）
で
大
議
論
に
な
っ
た

テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
。
日
弁
連
の
人
権

擁
護
大
会
の
よ
う
な
公
式
行
事
の
懇
親
会

に
外
部
か
ら
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
の
女
性
を
呼

ぶ
の
は
や
め
よ
う
と
申
し
合
わ
せ
を
し
よ

う
と
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
あ
る
男
性

委
員
が
反
対
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
曰
く

「
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
の
人
に
取
り
分
け
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
、
何
を
食
べ
て
よ
い
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
の
存
在

は
必
要
だ
」。
私
は
開
い
た
口
が
塞
が
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
の
大
人
が
自
分
が
何

を
食
べ
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
の
で
見
ず

知
ら
ず
の
女
性
に
自
分
が
食
べ
る
べ
き
も

の
を
お
皿
に
取
り
分
け
て
欲
し
い
と
い
う

わ
け
で
す
。
私
は
お
も
わ
ず
、「
だ
っ
た

ら
食
べ
な
け
れ
ば
い
い
の
で
は
」
と
悪
態

を
つ
き
ま
し
た
。

　

日
弁
連
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
懇

親
会
で
は
長
い
こ
と
こ
う
い
う
自
己
決
定

の
で
き
な
い
男
性
の
た
め
に
外
部
か
ら
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
の
女
性
に
来
て
も
ら
っ
て
い

た
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
も
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
両
性
の
平
等
委
員
会
が
異

議
申
し
立
て
を
し
た
の
で
す
。
今
で
は
さ

す
が
に
な
く
な
っ
た
は
ず
で
す
が
。
確
か

に
こ
の
方
式
の
食
事
は
、
食
べ
る
こ
と
を

含
め
て
自
己
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
前

提
で
す
。
し
か
し
、
日
本
人
の
男
性
の
多

く
は
上
げ
膳
・
据
え
膳
で
生
き
て
き
た
の

か
も
知
れ
ず
、
こ
の
分
野
で
の
自
己
決
定

は
重
要
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
の

で
す
。

自
己
決
定
を
必
要
と
し
な
い
社
会

　

日
常
生
活
で
自
己
決
定
を
要
求
さ
れ
な

い
、
あ
る
い
は
す
る
必
要
の
な
い
社
会
で

は
、何
事
に
拘
わ
ら
ず
、「
あ
な
た
の
意
見
」

は
問
わ
れ
な
い
の
で
す
。
生
活
の
中
の
一

番
基
本
的
な
、素
朴
な
「
何
を
食
べ
た
い
」

の
世
界
で
お
任
せ
が
ま
か
り
通
り
そ
れ
が

不
思
議
に
思
わ
れ
な
い
社
会
は
、「
性
的

同
意
」
に
は
最
も
遠
い
社
会
か
も
知
れ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
食
べ
る
こ
と
も
セ
ッ

ク
ス
と
同
じ
く
本
能
に
支
配
さ
れ
て
い
る

世
界
で
す
。
そ
こ
で
自
分
の
願
望
に
無
頓

着
で
あ
る
人
が
よ
り
高
等
な
（
？
）
世
界

で
あ
る
性
に
関
し
て
自
己
決
定
の
必
要
性

を
理
解
で
き
る
は
ず
は
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
国
で
は
、
性
的
同
意
を
実
行
で
き
る

に
は
、
ま
ず
日
常
生
活
で
自
己
決
定
で
き

る
よ
う
に
訓
練
（
？
）
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
。

結
婚
す
る
こ
と
と
性
的
同
意
は
別
の
こ
と

　

こ
の
国
の
男
性
に
つ
い
て
面
白
い
記
事

を
見
ま
し
た
（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
二
〇
二
〇

年
四
月
二
〇
日
）。
六
〇
年
以
上
産
婦
人

科
医
と
し
て
性
暴
力
被
害
女
性
支
援
の
現

場
で
働
い
て
き
た
堀
口
貞
夫
さ
ん
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
す
。
堀
口
さ
ん
は
、
日

本
社
会
が
性
的
同
意
を
理
解
で
き
な
い
土

壌
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
男
性

は
、
性
に
つ
い
て
教
わ
ら
な
い
ま
ま
に
結

婚
し
ま
す
。
女
性
も
そ
う
で
す
。
女
性
の

側
は
緊
張
し
て
い
る
の
に
、
男
性
は
結
婚

す
れ
ば
性
欲
の
ま
ま
に
性
交
す
る
の
は
当

然
と
思
い
、
強
引
に
セ
ッ
ク
ス
を
し
、
そ

れ
が
〝
普
通
〟
と
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

正
し
い
性
知
識
が
な
い
ま
ま
だ
と
男
女
間

で
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
ま
れ
ま
す
。
結
婚
し
た

こ
と
が
性
的
同
意
だ
と
思
う
男
性
が
多
い

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
司

法
が
、
今
で
も
別
居
な
ど
の
外
か
ら
見
て

破
綻
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
配
偶
者
の
強

姦
を
認
め
な
い
姿
勢
に
共
通
し
ま
す
。
性

的
同
意
は
、
別
居
で
あ
れ
ば
な
い
で
し
ょ

う
が
、
同
居
し
て
い
れ
ば
あ
る
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
単
純
な
事
実
が

理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。「
性
的
同
意
」
に
つ
い
て
の
浅
薄

な
理
解
を
し
め
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
司

法
の
こ
の
態
度
は
、
二
〇
一
九
年
の
無
罪

判
決
に
見
ら
れ
た
「
す
べ
て
の
不
同
意
が

犯
罪
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。」
と
い
う

考
え
方
も
支
え
て
い
ま
す
。「
性
的
同
意
」

を
必
要
と
す
る
理
解
を
広
め
る
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
己
決
定
権
に
な

じ
ん
で
き
た
若
い
世
代
に
期
待
し
た
い
で

す
ね
。

二
〇
二
〇
年
四
月
二
〇
日
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「
四
月
に
行
わ
れ
る
目
黒
区
長
選
、〝
め

ぐ
せ
た
〟
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」

　

二
月
二
四
日
の
「
め
ぐ
せ
た
（
市
民
連

合
、
目
黒
・
世
田
谷
）
会
議
」
で
の
終
了

直
前
の
声
か
け
だ
っ
た
。
三
月
八
日
に

は
、
同
じ
太
子
堂
区
民
セ
ン
タ
ー
の
会
議

室
で
、
山
本
ひ
ろ
子
区
長
候
補
の
紹
介
と

立
候
補
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

選
挙
活
動
の
支
援
は
、
一
昨
年
の
「
世

田
谷
区
長
選
挙
」
以
来
で
あ
る
。
ま
ず
最

初
は
、
目
黒
区
内
の
全
地
域
に
候
補
者
の

チ
ラ
シ
を
配
る
こ
と
に
な
る
が
、
足
を
痛

め
て
い
る
私
に
は
、
難
し
い
。
私
が
で
き

る
こ
と
は
、
有
権
者
へ
の
、
電
話
か
け
に

よ
る
投
票
の
勧
誘
が
あ
る
。

　

山
本
ひ
ろ
子
候
補
の
「
選
対
事
務
所
」

は
四
月
一
日
以
降
に
な
る
、
と
の
こ
と
。

〝
め
ぐ
せ
た
〟
の
支
援
者
に
は
都
立
大
学

駅
か
ら
徒
歩
五
分
ほ
ど
の
松
島
区
議
の
事

務
所
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ

と
で
、
三
月
一
四
日
か
ら
、
二
六
日
ま
で
、

世
田
谷
の
自
宅
か
ら
片
道
一
時
間
半
、
往

復
三
時
間
、電
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
、

松
島
事
務
所
に
通
い
、
準
備
さ
れ
た
名
簿

リ
ス
ト
で
電
話
か
け
に
専
念
し
た
。
お
り

し
も
季
節
は
、
春
爛
漫
、
駅
か
ら
事
務
所

ま
で
の
桜
並
木
の
桜
が
ほ
こ
ろ
び
初
め

て
、
青
天
井
の
空
に
、
薄
い
ピ
ン
ク
の
花

び
ら
が
、
儚
く
綺
麗
だ
っ
た
。

　

い
つ
も
な
が
ら
自
身
が
高
齢
者
で
あ
る

こ
と
を
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
が
日
を
追
っ
て
大
き

く
な
る
中
で
、
足
を
引
き
摺
っ
て
通
う
時

間
と
、
電
車
の
乗
り
継
ぎ
、
途
中
の
人
混

み
、
ま
た
、
さ
ほ
ど
広
く
な
い
事
務
所

に
、
相
当
の
人
数
が
出
入
り
す
る
状
況
な

ど
に
、
フ
ッ
と
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
三

月
二
七
日
以
降
は
、
自
宅
で
の
支
援
活
動

に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
。
桜
並
木
の
桜

は
、
既
に
散
り
始
め
、
桜
吹
雪
が
路
上
に

白
く
舞
っ
て
い
た
。

　

三
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
一
票
で

変
え
る
女
た
ち
の
会
」
の
運
営
会
議
で
、

目
黒
区
長
選
挙
の
報
告
を
し
た
と
こ
ろ
、

仲
間
た
ち
か
ら
、
早
速
、
目
黒
区
内
の
お

知
り
合
い
に
支
援
の
口
添
え
を
い
た
だ
け

る
と
の
申
し
出
を
い
た
だ
い
て
、
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
。

　

四
月
一
八
日
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
、

ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
続
け
た
テＴ

Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｌ

ル
テ
ル
作

戦
。
電
話
リ
ス
ト
は
、
地
域
別
の
「
家
電

話
」
登
録
電
話
番
号
の
一
覧
で
あ
る
。
家

電
話
の
相
手
は
、
中
・
高
年
者
が
多
い
。

　

片
端
か
ら
機
械
的
に
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
回

し
続
け
て
い
く
。
私
の
場
合
の
結
果
は
、

「
現
在
、
使
わ
れ
て
い
な
い
番
号
」　

約

一
〇
％
、
何
度
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て
も
繋

が
ら
な
い
「
留
守
」　

約
二
九
％
、「
留
守

電
設
定
」
が
あ
っ
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
吹

込
み
が
で
き
た
も
の
約
三
〇
％
、
そ
し
て

実
際
に
話
が
で
き
た
も
の
は
、
約
三
一
％

（
う
ち
男
性
三
五
％
、
女
性
六
五
％
）、
そ

の
中
で
投
票
に
繋
が
る
と
見
込
ま
れ
る
も

の
は
、
話
せ
た
人
の
う
ち
の
、
二
八
％
、

デ
ー
タ
・
リ
ス
ト
全
体
の
、
わ
ず
か
九
％

で
あ
っ
た
。

　

電
話
を
か
け
る
時
間
は
、
昼
食
時
間
帯

を
避
け
、
午
前
二
時
間
、
午
後
四
時
間
。

当
然
、
こ
ち
ら
の
話
し
方
に
も
よ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
が
女
性
で
あ
る
こ
と

も
あ
り
、
あ
る
程
度
私
の
話
を
聞
い
て
く

れ
る
人
は
、
や
は
り
女
性
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
。
男
性
は
、
総
じ
て
つ
れ
な
い
反

応
。
情
け
な
く
な
る
よ
う
な
応
対
「
あ
、

選
挙
ね
。
ガ
チ
ャ
ン
」、「
バ
カ
言
う
な
、

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
最
中
に
、
選
挙
な
ん
か
行

か
ね
え
よ
！
」
等
々
。
男
性
で
、
じ
っ
く

り
話
を
聞
い
て
く
れ
た
人
は
、
一
○
○
人

中
一
人
～
二
人
。

　
「
わ
か
り
ま
し
た
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
ね
」「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
ね
ぎ
ら
っ
て

く
れ
る
の
は
、ほ
と
ん
ど
が
女
性
だ
っ
た
。

ま
た
、「
期
日
前
投
票
に
行
っ
て
、
山
本

さ
ん
に
（
票
を
）
入
れ
て
き
た
わ
よ
」
と

言
っ
て
く
れ
た
人
は
、
全
員
が
中
・
高
年

の
女
性
だ
っ
た
。
候
補
者
も
女
性
、
支
援

す
る
私
達
も
女
性
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
政
治
は
、
も
し
か

し
た
ら
女
性
が
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
…
…
。
心
中
か
ら
、
込
み

上
げ
る
も
の
を
感
じ
た
。　
　
　
　
　
　

 

投
票
は
、
残
念
な
が
ら
次
の
結
果
と
な

り
ま
し
た
。ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

青
木　

英
二　
　

三
〇
、一
七
八

　
　
　

山
本　

ひ
ろ
子　

二
六
、九
〇
八

　
　
　

田
淵　

正
文　
　

一
八
、五
八
八

女
性
革
新
区
長
の
誕

生
を
願
っ
て

　
〜
目
黒
区
長
選
挙
、
支
援
テ
ル

　
　
テ
ル
作
戦
、
顚
末
記
〜

羽
立
教
江
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　　　　-------------------------------------------------------------FB から ----------------------------------------------------------------

新聞、テレビなどでは扱われなかったり、小さくしか載らない大事な情報が、フェイスブックやツイッター、インスタグラムな
どの SNS で迅速にかつ詳しく伝わってくる。中に混じってくるフェイクや裏付けのない情報をはねのけて、しっかり世界で起
きている出来事に目を向けていきたい。３月以降、全国に広がったコロナ禍は、社会のさまざまな矛盾や歪みを色濃くあぶりだし、
その一方で「桜を見る会」「森友学園」「検事長定年延長」など政治の劣化を目の当たりにさせる問題から人々の関心をそらさせた。
以下は、忘れてはならない問題、解決されていない問題など、全体の一部にすぎないが会のFaceBookに投稿した記事を紹介する。

FB 掲載日 ( 逆順）

4/20	 �ブラジル人学校が存続ピンチ　コロナ休校で資金難、保護者も雇い止め　滋賀（京都新聞）

4/20	 �韓国はステルス戦闘機とイージス艦の購入をやめて７兆ウォンの災害支援金を捻出した（Blog of 
SAKATE）中央日報日本語版の「韓国政府、借金せずに７兆ウォンの災害支援金どこから引っ張ってき
たか」より

	 �……（韓国政府は）国防予算を 9000 億ウォン削減する。Ｆ－ 35Ａステルス戦闘機 3000 億ウォン、
海上作戦ヘリコプター2000億ウォン、広開土３イージス艦事業1000億ウォンなどが含まれた。（中略）
軍戦力低下の懸念が出ているが、国防部は「海外導入事業予算が削減されても兵器戦力化スケジュール
に支障はない」と説明した。軍施設と鉄道投資事業も先送りや削減で資金を節約する。これとともに金
利と原油価格が下がり節約できる費用 5000 億ウォンも災害支援金に活用する。

4/19	 �新型コロナで韓国政府のチャーター便で日本人が帰国。「困ったときはお互い様」 ハーバー・ビジネス・
オンライン（ｍｓｎニュース）

4/18	 �ＤＶ、コロナの外出制限で急増　女性孤立、国連「世界的大流行」（東京新聞）
	 �……コロナ拡大に伴う外出制限により、女性へのドメスティックバイオレンス（ＤＶ）が世界で急増し

ている。欧州やアジアでは３割増加したとの報告もあり、国連はコロナの陰に隠れたＤＶの「パンデミ
ック（世界的大流行）」が起きていると警鐘を鳴らす。日本でも懸念が高まり、各国政府の対策が急務だ。

4/16	 �（ニューズウィーク日本版 2019/04/17 の記事を引用して）カナダは E35 購入を白紙にした。仮にも
欠陥戦闘機でなくとも、そもそも 147 機もの戦闘機がなぜ今必要なのか。６兆 2000 億円あれば今何
ができるのか。もっと着眼されるべき話題だ。（映画監督・作家の森達也氏の FBより）

4/16	 �コロナ対策に成功した国々、共通点は女性リーダーの存在 (Forbes Japan)
	 �……アイスランド、台湾、ドイツ、ニュージーランド、フィンランド、デンマークではいずれも、女性

が危機の中で真のリーダーシップを発揮し、世界に対して模範
を示している。新型コロナウイルスのパンデミック（世界的大
流行）は、女性には混乱に対処する能力があることを浮き彫り
にした。

4/15	 �こっそりすすむ「検察官の定年延長」に警鐘、弁護士ら「政府からの独立性を破壊する」（弁護士ドッ
トコム） 
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4/9	 「権威ではコロナを抑えられない　過去の教訓を生かした韓国の対策」（imidas)
	 徐台教（ジャーナリスト）
	 �……韓国政府の「原則」「開放性と透明性、民主的で自発的な参加」これは今や、韓国政府お気に入り

のフレーズとなった、韓国の新型コロナウイルス対応における大原則だ。（朴凌厚（パク・ヌンフ）保
健福祉部長官）----- 新たな感染病対応モデルを導入中で、そのモデルの核心は『開かれた民主社会の
ための躍動的な対応体系』である」その特徴は、（1）透明で迅速な情報公開、（2）開放的な民主主義
と共同体精神を尊重する多くの市民の自発的な参加、（3）創意的な方法の模索と IT技術の積極的な活用」
（金剛立（キム・ガンリプ）保健福祉部次官）

4/7	  「新型コロナ　重大局面　東京はニューヨークになるか　児玉龍彦さんの徹底分析」
　　　（デモクラシータイムス）https://www.youtube.com/watch?v=r-3QyWfSsCQ

4/7	 �「武器見本市」が来年開催を早々告知「ママの会」は「会場貸すな」で対抗（週刊金曜日　政治・国際）
	 植松青児
	 �---「昨年のＤＳＥＩで配布された公式ガイドブックには『近年の日本国憲法の一部改正に伴い、軍備

拡大、自衛隊の海外派兵、日本の防衛産業のより積極的な海外展開が可能になった』と書かれていまし
た。日本国憲法は今も一部改正などされていないのに、こんなことを平気で公式パンフに載せる団体な
のです。会場貸し出しが正式決定される前に、千葉県にはきちんと判断してほしい」（ママの会）

4/4	 「パンデミックを生きる指針ーー歴史研究のアプローチ」（B面の岩波新書）
	 藤原辰史氏の緊急寄稿
	 ……１　起こりうる事態を冷徹に考える ／ ２　国に希望を託せるか ／ ３　家庭に希望を託せるか ／	
	 ４　スペイン風邪と新型コロナウイルス ／ ５　スペイン風邪の教訓 ／ ６　クリオの審判
　	 https://www.iwanamishinsho80.com/post/pandemic

4/4	 （しんぶん赤旗４月５日の記事）「辺野古新基地「軟弱でもたない」護岸６工事 コッソリ打ち切り」	
	 ……これ、なんで FBではあまり話題になってないの？　というコメントと共に。
	 宮城さんの FB

3/31	 �新型コロナウイルスの感染拡大による外出制限でDVが増加。スペインやフランスなど各国ではすでに
政府が対応に乗り出している。日本では特定非営利活動法人「全国女性シェルターネット」が3月30日、
「新型コロナウイルス対策状況下におけるDV・児童虐待防止に関する要望書」を出した。

	 �【新型コロナウイルスと増えるDV・虐待】全国女性シェルターネットが政府に要望書提出、移住女性も
被害に（YAHOO JAPAN）巣内尚子  | ジャーナリスト

	 https://news.yahoo.co.jp/byli…/sunainaoko/20200331-00170554/
 
3/24�「安倍首相、麻生大臣。あなた方は調査される側で『再調査しない』と言える立場にありません」自死	

	職員の妻（YAHOO JAPAN）
	 相澤冬樹  | 大阪日日新聞編集局長・記者（元ＮＨＫ記者）
	 �……けさ 21日、1通のメッセージが携帯に届いた。財務省近畿財務局の上席国有財産管理官だった赤

木俊夫さんの妻、昌子さん（仮名）からだ。俊夫さんは、森友事件で公文書の改ざんを上司に強要され、
心を病んで自ら命を絶った。……
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戦争
しな
い

『
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会
」
か
わ
ら
版

＊
印
刷
版
を
ご
希
望
の
方
は
左
記
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
合
せ
欄
か
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
投
稿
大
歓
迎
！　

　
本
や
映
画
の
紹
介
、
地
域
で
の
活
動
報
告
、

選
挙
や
地
域
の
政
治
の
動
き
、情
報
、ご
意
見
、

な
ん
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
一
本
に
つ
い

て
一
二
〇
〇
字
〜
一
六
〇
〇
字
）

宛
先
：1pyodekaeru@

gm
ail.com

　
　
　

https://1pyo-de-kaeru.com

郵
便
：
〒162-0823　

東
京
都
新
宿
区
神
楽
河
岸
１
の
１

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

No.  

45

FAX

：03-5684-1412

☆
カ
ン
パ
の
お
願
い

私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

カ
ン
パ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

郵
便
振
替
口
座
：

記
号
番
号　

00110-6-420003

口
座
名
称　
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会　

イ
ッ
ピ
ョ
ウ
デ
カ
エ
ル
オ
ン
ナ
タ
チ
ノ
カ
イ

銀
行
等
か
ら
振
り
込
む
場
合
：

店
名（
店
番
）　
〇
一
九（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ュ
ウ
）

店　
（019

）

預
金
種
目　
当
座

口
座
番
号　

0420003


